
海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

│
│
航
路
網
の
形
成
と
『
航
路
案
内
』
の
刊
行
を
通
し
て
│
│

荒

山

正

彦

は
じ
め
に：
問
題
の
所
在
と
課
題

海
上
旅
行
の
近
代
化
は
、
陸
上
に
お
け
る
旅
行
の
近
代
化
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
起
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
上
に
お
け
る
旅
行
の
近
代

化
は
、
一
九
世
紀
前
半
期
に
公
共
鉄
道
が
誕
生
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
三
〇
年
代
と
一
八
四
〇
年
代
に
お
け
る
二

つ
の
鉄
道
敷
設
ブ
ー
ム
を
経
て
国
内
の
鉄
道
整
備
が
す
す
め
ら
れ
、
同
時
期
に
は
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
周
辺
諸
国
、
そ
し
て
北
米

大
陸
や
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
鉄
道
の
敷
設
は
は
じ
め
ら
れ
た
。
ま
た
明
治
初
期
の
一
八
七
〇
年
代
に
は
、
日
本
に
お
い
て
も
公
共
鉄
道
の
整

（
�
）

備
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

一
九
世
紀
以
降
、
陸
上
に
お
い
て
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
鉄
道
旅
行
」
と
い
う
あ
ら
た
な
旅
行
ス
タ

イ
ル
が
う
み
だ
さ
れ
、
ま
た
「
鉄
道
旅
行
」
の
誕
生
と
普
及
に
あ
わ
せ
て
『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
。
日
本
に
お
い

て
も
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』
が
登
場
し
、
大
正
期
に
か
け
て
全
国
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』
が

刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
鉄
道
の
敷
設
と
『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』
の
刊
行
と
い
う
一
連
の
出
来
事
は
、
い
わ
ゆ
る
日
本
内
地
の
み

四
九



（
�
）

な
ら
ず
、
樺
太
や
満
洲
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
な
ど
の
外
地
や
植
民
地
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。

陸
上
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
と
り
ま
く
こ
う
し
た
出
来
事
と
同
様
に
、
海
上
に
お
い
て
も
蒸
気
の
力
を
利
用
し
た
あ
ら
た
な
船
舶
の

登
場
に
よ
っ
て
、
海
上
の
航
路
網
は
急
速
に
再
編
成
さ
れ
、
拡
大
し
、
海
上
旅
行
の
質
と
量
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
。
公
共
鉄
道
の
誕

生
と
ほ
ぼ
同
じ
一
八
〇
七
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ド
ソ
ン
川
に
お
い
て
蒸
気
船
運
航
の
試
運
転
が
は
じ
ま
り
、
一
八
三
〇
年
代
に

は
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
結
ぶ
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
一
八
四
〇
年
代
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
イ
ン
ド
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

（
�
）

ル
、
香
港
な
ど
へ
の
ア
ジ
ア
へ
向
け
て
の
東
回
り
航
路
と
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
西
回
り
で
北
米
大
陸
へ
向
か
う
定
期
航
路
も
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
二
つ
の
鉄
道
ブ
ー
ム
（
一
八
三
〇
年
代
と
一
八
四
〇
年
代
）
と
同
じ
時
期
に
お
き
た
移
動
の
近
代
化
で
あ

っ
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
一
八
三
五
（
嘉
永
六
）
年
に
ア
メ
リ
カ
船
の
「
黒
船
」
が
来
港
し
て
以
来
、
江
戸
幕
府
で
は
造
船
所
の
設
立
が
す

す
め
ら
れ
、
大
型
船
蒸
気
船
の
建
造
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
に
は
、
江
戸
・
横
浜
間
に
旅
客
輸
送
と
郵
便
輸
送
の

定
期
船
運
航
が
は
じ
ま
り
、
ま
た
同
年
に
は
、
大
阪
・
神
戸
間
に
お
い
て
蒸
気
船
「
ス
ト
ン
ボ
」（steam

boat

）
の
運
航
が
は
じ
ま
っ

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
橋
（
品
川
）・
横
浜
間
（
一
八
七
二
・
明
治
五
年
開
業
）、
大
阪
・
神
戸
間
（
一
八
七
四
・
明
治
七
年
開
業
）

の
鉄
道
開
業
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
は
、
日
本
国
郵
便
蒸
気
船
会
社
が
東
京
・
琉
球
間
の
郵
便

定
期
航
路
を
開
設
し
、
さ
ら
に
同
年
に
は
日
本
・
台
湾
間
の
海
上
航
路
も
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
蒸
気
の
力
を
利
用
し

た
移
動
の
近
代
化
は
、
海
上
が
陸
上
に
先
行
す
る
形
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
海
上
航
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
伴
い
、
明
治
期
以

降
に
は
一
般
的
な
海
上
旅
行
の
案
内
書
が
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
。

と
こ
ろ
で
、
鉄
道
旅
行
と
『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』、
海
上
旅
行
と
『
海
上
旅
行
案
内
書
』
に
関
し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
系
譜
を
明
ら
か

に
す
る
研
究
は
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
鉄
道
旅
行
と
海
上
旅
行
、『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』
と
『
海
上
旅
行
案
内
書
』
の
そ

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
〇



れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
今
日
の
研
究
動
向
を
手
短
か
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

鉄
道
旅
行
に
関
し
て
は
、
古
典
的
な
研
究
と
し
て
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
（
一
九
八
二
）
が
あ
り
、
近
年
で
は
野
村
（
二
〇
一
一
）、
平
山

（
�
）

（
二
〇
一
五
）
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
近
代
期
に
お
け
る
鉄
道
旅
行
を
テ
ー
マ
と
し
た
先
行
研
究
は
充

実
し
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
海
上
旅
行
に
関
し
て
は
、
野
間
（
一
九
九
三
）、
野
間
（
二
〇
〇
八
）、
小
林
（
二
〇
〇
九
）、
松
浦
（
二
〇
一

（
�
）

三
）、
和
田
（
二
〇
一
六
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
近
代
期
に
お
け
る
海
上
旅
行
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
に
は
、
今
後
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

他
方
で
『
鉄
道
旅
行
案
内
書
』
に
関
し
て
は
、
戦
前
期
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
系
譜
を
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
、『
旅
程
と
費
用
概

算
』
の
主
要
ワ
ー
ド
を
分
析
し
た
岩
佐
（
二
〇
〇
一
）、
近
代
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
の
成
立
を
近
世
に
お
け
る
道
中
記
の
系
譜
か
ら
と

ら
え
よ
う
と
す
る
山
本
（
二
〇
一
〇
）、
鉄
道
院
と
鉄
道
省
に
よ
っ
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
『
鉄
道
旅
行
案
内
』
を
時
系
列
的
に
一
覧
し

比
較
を
試
み
た
平
田
（
二
〇
一
二
）、
そ
し
て
外
地
／
植
民
地
に
お
け
る
鉄
道
旅
行
案
内
書
の
分
析
を
試
み
る
曽
山
（
二
〇
〇
七
）
な
ど

（
�
）

が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
海
上
旅
行
案
内
書
』
に
関
し
て
は
、
近
年
の
松
浦
に
よ
る
数
多
く
の
研
究
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
松
浦
の
一
連
の
研
究
は
、
大

阪
商
船
と
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
冊
子
『
台
湾
航
路
案
内
』
を
と
り
あ
げ
た
も
の
（
松
浦
二
〇
一
四
、
松
浦
二
〇
一
五
ａ
）、
日

本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
冊
子
『
上
海
航
路
案
内
』
を
と
り
あ
げ
た
も
の
（
松
浦
二
〇
一
六
ｂ
）、
観
光
宣
伝
用
の
鳥
瞰
図
を
数
多
く

（
�
）

製
作
し
た
吉
田
初
三
郎
と
『
航
路
案
内
』
を
ま
と
め
た
も
の
（
松
浦
二
〇
一
五
ｂ
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
研
究
動
向
の
な
か
、
筆
者
は
大
阪
商
船
に
注
目
し
、
そ
の
航
路
網
の
拡
大
と
大
阪
商
船
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
海

（
�
）

上
旅
行
案
内
書
』
の
整
理
を
試
み
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
大
阪
商
船
と
同
様
に
、
近
代
日
本
に
お
い
て
国
内
外
の
主
要
航
路
を

開
設
し
運
航
を
担
っ
た
日
本
郵
船
に
注
目
す
る
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
航
路
網
の
拡
大
を
時
系
列
的
に
整
理
し
、
日
本
郵
船
に
よ
っ
て
刊

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
一



行
さ
れ
た
『
海
上
旅
行
案
内
書
』
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
は
、
海
上
旅
行
の
案
内
書
を
『
航
路

案
内
』
と
標
記
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
旅
行
雑
誌
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
絵
は
が
き
な
ど
の
印
刷
物
と
区
別
し
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
第
一
章
で
は
、
日
本
郵
船
の
創
業
か
ら
戦
前
期
に
至
る
船
舶
の
保
有
隻
数
の
変
遷
と
航
路
網
の
拡
大
、
船
客
数
の
変
化
な
ど

を
、
大
阪
商
船
と
の
対
比
を
加
え
つ
つ
整
理
し
、
第
二
章
で
は
日
本
郵
船
の
『
航
路
案
内
』
に
つ
い
て
、
大
阪
商
船
の
『
航
路
案
内
』
と

対
比
さ
せ
つ
つ
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
に
お
い
て
は
、
日
本
郵
船
の
『
航
路
案
内
』
か
ら
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
書
誌
的
一
覧
と
内
容
の
概
要
を
ま
と
め
る
。

一

日
本
郵
船
の
創
業
と
定
期
航
路
網
の
形
成

（
一
）
創
業
か
ら
戦
前
期
ま
で
の
保
有
隻
数
と
輸
送
業
績
の
変
遷

明
治
初
期
に
お
い
て
、
船
舶
に
よ
る
海
上
の
航
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
前
述
の
よ
う
に
国
内
の
各
地
お
よ
び
外
地
を
含
む
地
域
で
急
速

に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
明
治
一
〇
年
代
に
、
近
代
日
本
の
海
上
交
通
に
お
い
て
最
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
二
つ
の
船
舶
会

社
が
創
設
さ
れ
た
。
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
は
、
瀬
戸
内
海
航
路
の
船
主
五
五
名
に
よ
る
共
同
設
立
会
社
と
し
て
大
阪
商
船
会
社

（
�
）

が
創
設
さ
れ
、
翌
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
は
、
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
と
共
同
運
輸
会
社
と
い
う
二
つ
の
先
行
す
る
船
舶
会
社
の
合

併
に
よ
っ
て
、
日
本
郵
船
会
社
が
創
設
さ
れ
た
。
大
阪
商
船
で
は
関
西
の
大
阪
と
神
戸
に
拠
点
を
置
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
郵
船
で
は

関
東
の
東
京
と
横
浜
を
拠
点
と
し
た
。

大
阪
商
船
で
は
、
創
業
か
ら
戦
前
期
の
昭
和
一
〇
年
代
ま
で
、
保
有
船
舶
隻
数
や
総
ト
ン
数
、
取
り
扱
い
の
貨
物
運
賃
収
入
と
船
客
運

（

）

賃
収
入
が
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
し
た
事
と
同
様
に
、
日
本
郵
船
に
お
い
て
も
保
有
船
舶
隻
数
や
総
ト
ン
数
、
取
り
扱
い
の
貨
物
運
賃
収

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
二



表
1
日
本
郵
船
の
保
有
隻
数
・
ト
ン
数
と
輸
送
貨
物
・
輸
送
船
客

（
1890・

明
治

23
年
か
ら

1940・
昭
和

15
年
）

輸
送
船
客収
入
（
円
）

755,146

454,800

2,450,102

1,189,085

2,906,593

4,753,111

10,419,290

9,056,492

17,466,944

17,667,011

22,435,735

財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（

1988）『
日
本
郵
船
百
年
史
資
料
』
日
本
郵
船
会
社
よ
り
作
成

輸
送
（
千
人
）

220

176

301

331

193

243

23797

176

164

257

輸
送
貨
物収
入
（
円
）

3,749,268

5,405,429

12,363,710

7,966,765

16,179,955

28,696,360

118,573,468

53,245,392

49,980,688

63,448,034

144,302,201

輸
送
（
千

t）

1,356

1,499

2,292

1,990

2,860

4,450

4,499

3,207

3,804

3,927

7,876

一
隻
平
均

ト
ン
数

（
t）

1,402

1,778

3,055

3,437

4,076

4,602

4,796

6,027

7,153

7,388

6,426

総
ト
ン
数

（
t）67,310

101,342

204,713

250,905

281,223

428,015

494,028

524,312

729,610

627,989

822,544

船
舶
の

保
有
隻
数

（
隻
）485767736993

10387

10285

128

1890（
明
治

23）
年

1895（
明
治

28）
年

1900（
明
治

33）
年

1905（
明
治

38 ）
年

1910（
明
治

43）
年

1915（
大
正

4）
年

1920（
大
正

9）
年

1925（
大
正

14）
年

1930（
昭
和

5）
年

1935（
昭
和

10）
年

1940（
昭
和

15）
年

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
三



入
と
船
客
運
賃
収
入
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

表
１
は
、
日
本
郵
船
の
創
業
時
か
ら
五
年
後
の
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
か
ら
、
戦
前
期
の
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
お
け

る
、
船
舶
の
保
有
隻
数
、
総
ト
ン
数
、
船
舶
一
隻
あ
た
り
の
平
均
ト
ン
数
、
そ
し
て
貨
物
の
輸
送
ト
ン
数
と
収
入
額
、
船
客
の
輸
送
人
数

と
収
入
額
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
１
に
よ
れ
ば
、
船
舶
の
保
有
隻
数
は
一
定
で
は
な
い
も
の
の
次
第
に
増
加
し
、
大
正
期
以

降
は
お
お
む
ね
一
〇
〇
隻
で
あ
る
。
一
方
、
総
ト
ン
数
は
常
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
船
舶
の
廃
船
と
新
造
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
小
型
船
が
廃
船
と
な
り
新
た
に
大
型
船
が
建
造
さ
れ
た
結
果
、
保
有
隻
数
の
変
化
に
比
べ
て
総
ト
ン

数
の
増
加
が
著
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
隻
あ
た
り
の
平
均
ト
ン
数
を
み
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

表
１
右
欄
の
輸
送
貨
物
と
輸
送
船
客
の
実
績
を
み
る
と
、
大
阪
商
船
と
同
様
に
日
本
郵
船
に
お
い
て
も
、
貨
物
輸
送
の
収
入
が
船
客
輸

送
の
収
入
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貨
物
に
つ
い
て
は
年
次
に
よ
っ
て
増
減
幅
が
大
き
く
、
時
代
の
状
況
に
よ
っ
て
数
値
が
大

き
く
変
化
す
る
が
、
一
方
船
客
に
つ
い
て
は
、
輸
送
人
数
に
大
き
な
増
減
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
船
客
の
運
賃
収
入
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増

加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
具
体
的
な
航
路
の
状
況
を
ま
と
め
た
い
。

（
二
）
定
期
航
路
網
の
形
成
と
拡
大

大
阪
商
船
と
日
本
郵
船
は
、
国
内
外
に
お
け
る
定
期
航
路
網
の
重
複
と
競
合
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
航
路
網
を

形
成
し
た
。
大
阪
商
船
で
は
、
創
設
期
に
は
瀬
戸
内
海
か
ら
山
陽
、
山
陰
、
九
州
、
四
国
、
紀
伊
半
島
な
ど
の
西
日
本
に
お
け
る
航
路
の

運
航
を
担
っ
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
琉
球
航
路
が
開
設
さ
れ
（
一
八
八
五
・
明
治
一
八
年
）、
そ
の
後
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、

朝
鮮
航
路
（
一
八
九
〇
・
明
治
二
三
年
）、
台
湾
航
路
（
一
八
九
六
・
明
治
二
九
年
）、
中
国
航
路
（
一
八
九
八
・
明
治
三
一
年
）、
樺
太

航
路
（
一
九
〇
九
・
明
治
四
二
年
）、
イ
ン
ド
航
路
（
一
九
一
三
・
大
正
二
年
）、
南
洋
（
ジ
ャ
ワ
）
航
路
（
一
九
一
六
・
大
正
五
年
）、

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
（
一
九
一
六
・
大
正
五
年
）
が
開
設
さ
れ
、
さ
ら
に
北
米
航
路
、
南
米
航
路
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
、
ア
フ
リ
カ
航

（

）

路
な
ど
が
次
々
に
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
郵
船
の
航
路
網
の
概
要
は
図
１
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
図
１
は
、
創
業
の
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
か
ら
一

九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
ま
で
の
お
よ
そ
五
五
年
間
に
お
い
て
、
同
社
の
主
要
定
期
航
路
の
中
か
ら
代
表
的
な
航
路
一
九
路
線
を
選
び
出

し
、
航
路
の
開
設
期
間
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
百
年
史
』
の
分
類
に
従
い
、
日
本
郵
船
の
航
路
を
、

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
「
外
国
航
路
」、
台
湾
を
含
む
日
本
国
内
の
「
内
国
航
路
」、
そ
し
て
ロ
シ
ア
・
中
国
・
南
洋
な
ど
へ
至

る
「
近
海
航
路
」
と
し
て
分
類
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
航
路
に
つ
い
て
、
そ
の
開
設
期
間
を
図
示
し
て
い
る
。

ま
ず
「
外
国
航
路
」
は
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
航
路
開
設
が
は
じ
ま
り
、
戦
前
期
に
か
け
て
そ
の
航
路
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
そ
の
一

方
「
内
国
航
路
」
と
「
近
海
航
路
」
は
、
会
社
創
業
時
か
ら
の
航
路
の
開
設
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
航
路
は
一
九
二
〇
年
代

に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
日
本
近
海
郵
船
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
こ
こ
に
航
路
を
委
譲
し
た
た

（

）

め
で
あ
る
。
表
１
に
み
ら
れ
る
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
お
け
る
船
舶
の
保
有
隻
数
、
輸
送
貨
物
、
輸
送
船
客
の
減
少
は
、
こ
の
日

本
近
海
郵
船
の
設
立
と
一
部
航
路
の
委
譲
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
図
１
に
み
ら
れ
る
各
航
路
の
開
設
は
、
次
章
に
お
い
て
と
り
あ
げ
る
具

体
的
な
『
航
路
案
内
』
と
関
連
性
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
第
二
章
に
お
い
て
述
べ
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
課
題
と
す
る
海
上
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
『
航
路
案
内
』
は
、
貨
物
で
は
な
く
船
客
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

こ
こ
で
は
表
１
に
お
け
る
輸
送
船
客
を
図
１
の
航
路
別
に
整
理
し
直
し
て
お
き
た
い
。
表
２
は
、
シ
ア
ト
ル
線
、
ロ
ン
ド
ン
線
な
ど
の

「
外
国
航
路
」
が
開
設
さ
れ
、
内
国
航
路
、
近
海
航
路
、
外
国
航
路
が
ほ
ぼ
揃
っ
た
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
か
ら
、
戦
前
期
の
一
九

四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
至
る
四
十
年
間
に
お
け
る
各
航
路
の
航
路
別
運
賃
収
入
（
船
客
）
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ロ
ン
ド

ン
・
横
浜
間
の
欧
州
航
路
で
は
、
航
路
開
設
以
来
一
九
三
〇
年
代
ま
で
、
船
客
の
運
賃
収
入
は
増
加
を
続
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
九
二

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
五



財団法人日本経営史研究所編（1988）『日本郵船株式会社百年史』
日本郵船株式会社より作成

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
六



図 1 日本郵船の主要航路：創業時（1885年）から戦前期（1941年）まで
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表
2
主
要
航
路
別
収
入
［
船
客
］

（
1900・

明
治

33
年
か
ら

1940・
昭
和

15
年
）

単
位
：
円

東
洋
お
よ
び
国
内
航
路

1,025,862

999,698

955,106

1,019,153

2,914,491

1,770,703

1,803,345

2,004,108

4,037,886

財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（

1988）『
日
本
郵
船
百
年
史
資
料
』
日
本
郵
船
会
社
よ
り
作
成

※
1905（

明
治

38）
年
の
統
計
は
数
値
が
欠
落
し
て
お
り
そ
の
前
後
の
年
次
に
お
け
る
数
値
を
こ
こ
で
は
使
用
し
て
い
る
。

ボ
ン
ベ
イ
航
路

21,924

※
29,094

2,689

21,755

24,835

172,365

177,238

229,389

383,793

豪
州
航
路

335,428

※
279,349

359,555

477,686

842,048

832,587

521,313

777,908

572,566

米
国
航
路

シ
ア
ト
ル
線

254,361

※
526,934

424,098

876,917

2,988,166

358,327

734,506

1,264,656

2,582,571

欧
州
航
路

ロ
ン
ド
ン
・
横
浜
線

812,716

※
550,830

1,165,147

2,134,628

2,963,442

5,305,595

4,175,607

5,405,347

3,557,665

1900（
明
治

33）
年

1905（
明
治

38）
年

1910（
明
治

43）
年

1915（
大
正

4）
年

1920（
大
正

9）
年

1925（
大
正

14）
年

1930（
昭
和

5）
年

1935（
昭
和

10）
年

1940（
昭
和

15）
年

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船

五
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〇
年
代
の
増
加
は
著
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
航
路
に
お
い
て
収
入
の
増
減
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ

は
す
な
わ
ち
、
日
本
郵
船
の
航
路
網
を
利
用
し
た
旅
行
者
（
ツ
ー
リ
ス
ト
）
の
増
加
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
旅

行
者
の
た
め
の
『
航
路
案
内
』
が
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
は
じ
め
る
こ
と
と
な
る
。

二

海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
『
航
路
案
内
』

（
一
）
大
阪
商
船
の
『
航
路
案
内
』

明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
、
日
本
を
拠
点
と
し
た
海
上
航
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
船
舶
を
利
用
し
た
旅
行
者

（
船
客
）
は
増
加
し
た
。
た
だ
し
、
表
１
な
ら
び
に
表
２
な
ど
の
統
計
上
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
船
客
数
の
な
か
に
は
、
移
住
や
仕
事
な
ど
の

娯
楽
以
外
の
目
的
を
持
っ
た
旅
行
者
数
も
含
ま
れ
て
お
り
、
す
べ
て
が
「
観
光
旅
行
」
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
船
客
の
増
加
に
伴
い
、
大
阪
商
船
と
日
本
郵
船
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
『
航
路
案
内
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
そ
う
し
た
『
航
路
案
内
』
刊
行
の
事
実
に
注
目
し
て
、
そ
の
書
誌
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
定
期
刊
行
物
で
あ
る
雑
誌
、
一
枚
も
の
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
絵
は
が
き
な
ど
『
航
路
案
内
』
の
刊
行
と
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た

（

）

印
刷
物
に
つ
い
て
も
目
配
り
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
ず
こ
こ
で
は
、
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
と
の
比
較
の
た
め
に
、
大
阪
商
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
の

（

）

一
覧
を
示
し
て
お
き
た
い
。
大
阪
商
船
に
よ
る
主
な
『
航
路
案
内
』
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

①
『
大
阪
商
船
株
式
会
社
航
路
案
内
』
駸
々
堂
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
二
一
〇
＋
四
二
四
＋
二
四
＋
一
九
六
頁

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
本
郵
船
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②
『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
大
阪
商
船
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
一
六
二
＋
一
一
頁

③
『
航
路
案
内
』
大
阪
商
船
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
二
三
二
頁

④
『
航
路
案
内
』
大
阪
商
船
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
一
九
一
頁

大
阪
商
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
は
い
ず
れ
も
比
較
的
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
こ
こ
に
簡
潔
に
示
す

と
、
①
は
九
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
大
著
で
あ
り
、
具
体
的
な
航
路
案
内
四
四
八
（
四
二
四
＋
二
四
）
ペ
ー
ジ
、
そ
し
て
広
告
が
四
〇
六

（
二
一
〇
＋
一
九
六
）
ペ
ー
ジ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
航
路
案
内
の
海
域
と
地
方
は
、
瀬
戸
内
海
、
南
海
、
九
州
、
沖
縄
、
山
陰
、

台
湾
、
朝
鮮
、
揚
子
江
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
内
地
と
外
地
を
あ
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
②
は
タ
イ
ト
ル
が
示
す
通
り
瀬
戸
内
海
地
域

に
限
定
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
で
あ
る
。
そ
し
て
③
、
④
と
も
に
は
瀬
戸
内
海
航
路
を
除
く
国
内
航
路
と
、
台
湾
、
朝
鮮
、
支
那
（
中

（

）

国
）
の
各
航
路
に
関
す
る
案
内
書
で
あ
り
、
③
の
改
訂
版
が
④
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
大
阪
商
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
は
、
比
較
的
ペ
ー
ジ
数
が
多
い
も
の
で
、『
瀬
戸
内
海
航
路
案
内
』
以
外

（

）

は
一
冊
の
案
内
書
の
な
か
に
複
数
の
航
路
や
旅
行
地
を
納
め
た
『
航
路
案
内
』
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え

て
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
を
と
り
あ
げ
た
い
。

（
二
）
日
本
郵
船
の
『
航
路
案
内
』

日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
の
う
ち
、
現
時
点
で
確
認
し
て
い
る
日
本
語
版
の
『
航
路
案
内
』
は
合
計
一
三
種
類
で
あ

（

）

（

）

る
。
こ
れ
ら
一
三
種
類
の
『
航
路
案
内
』
の
初
版
出
版
年
と
タ
イ
ト
ル
を
一
覧
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
商
船
よ
り

も
多
く
の
種
類
の
『
航
路
案
内
』
が
、
日
本
郵
船
か
ら
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
が
し
な
が
ら
、
日
本
郵
船
の
『
航
路
案

海
上
旅
行
の
近
代
化
と
日
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内
』
は
、
表
３
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
多
く
が
Ｂ
６
版
で
五
〇

ペ
ー
ジ
前
後
の
小
冊
子
で
あ
る
。
大
阪
商
船
の
『
航
路
案
内
』
が
一
六

〇
ペ
ー
ジ
か
ら
九
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
大
著
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
日
本
郵
船
の
『
航
路
案
内
』
は
相
対
的
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
表
３
に
示
し
た
『
航
路
案
内
』
の
ほ
と
ん
ど

は
、
初
版
刊
行
後
に
増
補
改
訂
が
な
さ
れ
た
。

表
３
か
ら
、
日
本
郵
船
に
よ
る
『
航
路
案
内
』
の
初
版
刊
行
年
を
み

る
と
、
お
よ
そ
一
九
一
〇
年
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
さ

ま
ざ
ま
な
『
航
路
案
内
』
が
出
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
第
一
章
の
前
掲
表
１
と
表
２
に
お
い
て
み
ら
れ
た
航
路
の
拡
大
と
船

客
数
の
増
加
、
な
ら
び
に
船
客
収
入
の
増
加
と
並
行
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
個
別
の
『
航
路
案
内
』
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
言
及
す
る

が
、
表
３
で
一
覧
し
う
る
『
航
路
案
内
』
の
広
が
り
は
、
同
時
期
に
お

け
る
日
本
郵
船
の
航
路
網
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
カ
バ
ー
し
て
い
る
（
図
２

参
照
）。

表 3 日本郵船によって刊行された主な『航路案内』

総ページ数・大きさ
112 p. 18 cm

60 p. 19 cm

36 p. 19 cm

34 p. 22 cm

56 p. 19 cm

（未確認）
22 p. 19 cm

54 p. 19 cm

61 p. 19 cm

46 p. 19 cm

33 p. 19 cm

12 p. 19 cm

80 p. 19 cm

タイトル
日本郵船株式会社渡航案内
渡欧案内
雲仙（附長崎案内）
濠洲航路案内
埃及見物
欧洲大陸旅行日程
熱帯の航海
爪哇の旅
桑港航路案内
米国鉄道旅行案内
北米経由日本行案内
郵船の世界一周
布哇案内

初版出版年
1916（大正 5）年
1916（大正 5）年
1924（大正 13）年
1925（大正 14）年
1925（大正 14）年
1925（大正 14）年
1926（大正 15）年
1927（昭和 2）年
1928（昭和 3）年
1928（昭和 3）年
1928（昭和 3）年
1929（昭和 4）年
1934（昭和 9）年
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三

日
本
郵
船
の
『
航
路
案
内
』

（
一
）
日
本
郵
船
の
航
路
網
全
体
を
案
内
す
る
『
航
路
案
内
』

表
３
で
一
覧
し
た
『
航
路
案
内
』
か
ら
主
な
も
の
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
概
要
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
航
路
案
内
』
の
な
か
で
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
渡
航
案
内
』（
一
九
一
六
・
大
正
五
年
）
で
あ
る
。
図
１
か

ら
わ
か
る
通
り
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
時
点
に
お
い
て
す
で
に
、
日
本
郵
船
の
航
路
網
は
世
界
各
地
に
結
ば
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た

状
況
を
反
映
し
て
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
渡
航
案
内
』
で
は
、
外
国
航
路
、
内
国
航
路
、
近
海
航
路
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
案
内
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
余
り
の
決
し
て
大
部
で
は
な
い
案
内
書
で
あ
る
が
、
世
界
各
地
の
旅
行
案
内
が
記
載
さ
れ
て
い
る

点
で
、
日
本
に
お
け
る
旅
行
案
内
書
全
体
の
系
譜
に
お
い
て
も
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
し
て
同
書
に
お
い
て
記
載
さ
れ
た
各
航
路
に
関
す
る

案
内
が
、
同
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
以
降
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
路
ご
と
に
出
版
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
（
表
３
参
照
）。

（
二
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
の
『
航
路
案
内
』

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
の
『
航
路
案
内
』
と
し
て
、『
渡
欧
案
内
』（
初
版
一
九
一
六
・
大
正
五
年
）、『
埃
及
見
物
』（
初
版
一
九
二
五
・
大

正
一
四
年
）、『
欧
州
大
陸
旅
行
日
程
』（
初
版
一
九
二
五
・
大
正
一
四
年
）
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
渡
欧
案
内
』（
図
３
）

は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の
初
版
以
降
に
も
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年

と
版
を
重
ね
た
。
そ
の
内
容
は
、
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
至
る
も
っ
と
も
一
般
的
な
航
路
で
あ
る
ス
エ
ズ
運
河
を
経
由
す
る
も
の
で
、

同
案
内
で
は
、
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
半
島
、
ス
エ
ズ
運
河
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
タ
リ
ア
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
経
て
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図 4 『埃及見物』初版
1925（大正 14）年 56ページ

図 6 『桑港航路案内』3版
1933（昭和 8）年 62ページ

図 3 『渡欧案内』初版
1928（昭和 3）年 66ページ

図 5 『欧洲大陸旅行日程』3版
1928（昭和 3）年 64ページ
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『渡欧案内』（1928・昭和 3年）より転載
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図 2 1920年代後半（昭和初期）における日本郵船の主要航路
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図 8 『米国鉄道旅行案内』3版
1932（昭和 7）年 48ページ

図 10 『郵船の世界一周』初版
1929（昭和 4）年 14ページ

図 7 『布哇案内』再版
1936（昭和 11）年 80ページ

図 9 『熱帯の航海』初版
1926（大正 15）年 22ページ
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イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
へ
い
た
る
寄
港
地
の
案
内
が
詳
細
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
旅
行
案
内
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
ロ
ン
ド
ン
）
へ
至
る
航
路
上
の
各
地
を
案
内
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
至
る
航
路
上
の
寄
港
地
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
み
を
対
象
と
し
た
『
航
路
案
内
』
が
『
埃
及
見
物
』（
図
４
）

で
あ
る
。
同
案
内
書
も
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
補

改
訂
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
案
内
書
の
タ
イ
ト
ル
が
「
航
路
案
内
」
で
は
な
く
「
見
物
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
内
容
に
も
関
わ
る

こ
と
で
、
巻
末
に
納
め
ら
れ
た
「
編
者
の
告
白
」
に
よ
れ
ば
、
既
刊
の
『
渡
欧
案
内
』
の
よ
う
に
編
者
の
実
地
踏
査
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、『
埃
及
見
物
』
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
か
ら
の
翻
訳
な
ど
の
「
寄
せ
集
め
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
記
述
ス

タ
イ
ル
は
紀
行
文
と
は
異
な
り
、
旅
行
案
内
書
の
一
覧
に
加
え
う
る
も
の
で
あ
る
。

『
欧
州
大
陸
旅
行
日
程
』（
図
５
）
は
、『
埃
及
見
物
』
に
続
い
て
刊
行
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
案
内
書
で
あ
る
。
同
書
も
ま
た
一
九
二

五
（
大
正
一
四
）
年
の
初
版
か
ら
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
と
増
補
改
訂

が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、『
渡
欧
案
内
』
を
補
完
す
る
も
の
で
、『
渡
欧
案
内
』
が
日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
至
る
海
上
航
路
の
寄

港
地
案
内
を
主
と
し
た
案
内
書
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
欧
州
大
陸
旅
行
日
程
』
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
に
お
け
る
具
体
的
な
周
遊
旅
行

に
関
す
る
案
内
書
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
第
三
版
で
は
、
寄
港
地
で
あ
る
ナ
ポ
リ
や
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ロ
ン
ド
ン

な
ど
を
起
点
と
し
た
合
計
二
六
コ
ー
ス
の
旅
程
案
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
六
コ
ー
ス
の
旅
程
案
は
、
１
Ａ
か
ら

Ｂ
ま
で
の
旅
程
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
か
ら
一
二
の
旅
程
の
概
要
を
ま
と

め
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。
表
４
の
１
Ａ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
部
の
国
々
を
周
遊
し
て
再
び
ナ
ポ
リ
へ
戻
る
三

九
日
間
の
旅
程
案
で
あ
る
。『
欧
洲
大
陸
旅
行
日
程
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
行
地
に
関
す
る
簡
潔
な
説
明
も
な
さ
れ
て
お
り
、
実
用
性

が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
旅
程
案
の
な
か
に
は
、
旅
程
番
号
８
の
よ
う
に
、
一
五
〇
日
間
を
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
を
ほ
ぼ
一
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表 4 『欧洲大陸旅行日程』（1928・昭和 3年）に掲載された旅程案

旅程案に記された旅行地（国名など）

イタリア、ハンガリー、オーストリ
ア、チェコ、ドイツ、オランダ、ベル
ギー、イギリス、フランス

フランス、ベルギー、オランダ、ドイ
ツ、オーストリア、スイス、イタリア

フランス、スイス、イタリア、ドイ
ツ、オランダ、ベルギー、イギリス

フランス、ベルギー、オランダ、デン
マーク、ノルウェー、スウェーデン、
ドイツ、オーストリア、スイス、イタ
リア

イギリス、ベルギー、オランダ、ドイ
ツ、オーストリア、イタリア、スイ
ス、フランス

イギリス、フランス、ベルギー、オラ
ンダ、ドイツ、オーストリア、スイ
ス、イタリア

イギリス、フランス、ベルギー、オラ
ンダ、ドイツ、オーストリア、スイ
ス、イタリア

イギリス、ベルギー、オランダ、ドイ
ツ、デンマーク、ノルウェー、スウェ
ーデン、ドイツ、チェコ、オーストリ
ア、イタリア、スイス、フランス、ス
ペイン

カイロ、エルサレム

イギリス国内各地

イギリス国内各地

エジプト、バルカン、シリア、トル
コ、パレスチナ、ハンガリー、オース
トリア

旅程日数

39日間

52日間

30日間

61日間

65日間

30日間

28日間

150日間

14日間

7日間

11日間

28日間

出発地→到着地

ナポリ→ナポリ

マルセイユ→マルセイユ

マルセイユ→ロンドン

マルセイユ→ナポリ

ロンドン→ロンドン

ロンドン→マルセイユ

ロンドン→ナポリ

ロンドン→ロンドン

（各行程の途中から）

ロンドン→ロンドン

ロンドン→ロンドン

カイロ→ウィーン

1 A

2 A

3 A

4 A

5 A

6 A

7 A

8

9

10 A

11 A

12 A
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周
す
る
も
の
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
長
期
間
の
旅
程
案
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
ア
メ
リ
カ
、
太
平
洋
、
お
よ
び
世
界
一
周
の
『
航
路
案
内
』

『
桑
港
航
路
案
内
』（
図
６
）
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
縦
長
の
判
型
で
刊
行
さ
れ
、
翌
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
Ｂ
６
版
の

初
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
と
増
補
改
訂
が
重

ね
ら
れ
て
い
る
。
同
案
内
書
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
結
ぶ
航
路
の
案
内
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
寄
港
地
ハ

ワ
イ
諸
島
の
旅
行
案
内
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
『
布
哇
案
内
』（
図
７
）
の
初
版
が
刊

行
さ
れ
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
と
版
を
重
ね
た
。
い
ず
れ
の
『
航
路
案
内
』
も
、
一
九
一
六
（
大

正
五
）
年
の
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
渡
航
案
内
』
に
記
載
さ
れ
た
当
該
航
路
の
案
内
が
加
筆
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
内
の
旅
行
案
内
と
し
て
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
は
『
米
国
鉄
道
旅
行
案
内
』（
図
８
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
船
舶
会
社
が
刊
行
し
た
鉄
道
旅
行
案
内
書
は
と
て
も
珍
し
い
。
同
書
も
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
と
増
補
改
訂
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
米
国
旅
行
案
内
』（
欧
米
旅
行
案
内
社
、
一
九
三
〇
・
昭
和
五

年
）
と
の
共
通
点
も
み
ら
れ
る
が
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
旅
行
案
内
書
は
た
い
へ
ん
に
貴
重
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

南
太
平
洋
の
航
路
で
は
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
縦
長
の
判
型
で
『
濠
州
航
路
案
内
』
が
刊
行
さ
れ
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

年
に
は
Ｂ
６
版
で
の
『
濠
州
航
路
案
内
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
、
一
九
三

六
（
昭
和
一
一
）
年
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
と
、
他
の
『
航
路
案
内
』
よ
り
も
多
く
の
増
補
改
訂
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は
、
や
や
異
色
の
『
航
路
案
内
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
熱
帯
の
航
海
』（
図
９
）
は
、
そ
の
表
紙
の
イ

ラ
ス
ト
に
も
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
熱
帯
の
果
物
に
関
す
る
案
内
で
あ
る
。
旅
行
案
内
と
い
う
よ
り
も
旅
行
先
で
出
会
う
ロ
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ー
カ
ル
な
特
徴
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
書
も
ま
た
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
二
版
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。『

郵
船
の
世
界
一
周
』（
図

）
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
文
字
通
り
世
界
を
一
周
す
る
航
路
の
案
内
書
で
、
北

米
大
陸
の
東
海
岸
と
西
海
岸
の
間
は
大
陸
横
断
鉄
道
を
利
用
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
海
上
航
路
を
利
用
し
て
世
界
を
一
周
す
る
た
め

の
『
航
路
案
内
』
で
あ
る
。
戦
前
期
に
お
い
て
す
で
に
日
本
語
に
よ
る
世
界
一
周
の
旅
行
案
内
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
同
書
に
よ
る
と
そ
の
乗
船
券
の
有
効
期
間
は
二
年
間
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
そ
の
期
間

は
長
す
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
一
九
世
紀
末
に
な
っ
て
、
世
界
一
周
旅
行
が
探
険
で
は
な
く
娯
楽
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

世
界
一
周
に
か
か
る
時
間
感
覚
は
現
代
と
は
異
な
る
。

お

わ

り

に

図
２
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
『
渡
欧
案
内
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本
郵
船
会
社
経
営
客
船
航
路
図
」
で
あ
る
。
図
の
中
心
に

は
日
本
列
島
が
位
置
し
、
こ
こ
か
ら
東
西
方
向
に
赤
い
実
線
の
航
路
が
世
界
の
各
地
に
引
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
み
て
き
た
『
航
路
案

内
』
は
、
こ
れ
ら
の
航
路
上
に
位
置
す
る
国
や
地
域
へ
の
旅
行
案
内
書
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
日
本
郵
船
に
よ
る
航
路

網
の
形
成
と
『
航
路
案
内
』
の
刊
行
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
広
く
海
上
旅
行
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
、
さ
ら
に
は
日
本

全
体
の
旅
行
史
に
位
置
づ
け
る
作
業
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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註
（
１
）
一
九
世
紀
以
降
の
鉄
道
敷
設
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
湯
沢
威
（
二
〇
一
四
）『
鉄
道
の
誕
生
│
イ
ギ
リ
ス
か
ら
世
界
へ
│
』
創
元
社
、
二
九

八
頁
、
老
川
慶
喜
（
二
〇
一
四
）『
日
本
鉄
道
史

幕
末
・
明
治
篇
』
中
央
公
論
新
社
、
二
二
七
頁
、
ほ
か
を
参
照
。

（
２
）
荒
山
正
彦
（
二
〇
一
四
）「
解
説
」、
荒
山
正
彦
監
修
『
シ
リ
ー
ズ
明
治
大
正
の
旅
行

第
Ⅰ
期
旅
行
案
内
書
集
成

第
五
巻
』
ゆ
ま
に
書

房
、
一
〇
〜
二
四
頁
。

（
３
）
海
上
航
路
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
レ
イ
ヴ
ァ
リ
著
、
千
葉
久
枝
訳
（
二
〇
一
五
）『
航
海
の
歴
史
│
探
検
・
海
戦
・
貿
易
の

四
千
年
史
│
』
創
元
社
、
四
〇
〇
頁
な
ど
に
詳
し
い
。

（
４
）
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
著
、
加
藤
二
郎
訳
（
一
九
八
二
）『
鉄
道
の
歴
史
│
一
九
世
紀
に
お
け
る
空
間
と
時
間
の
工
業
化

│
』
法
政
大
学
出
版
会
、
二
六
八
頁
、
野
村
典
彦
（
二
〇
一
一
）『
鉄
道
と
旅
す
る
身
体
の
近
代
│
民
謡
・
伝
説
か
ら
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ

ャ
パ
ン
へ
│
』
青
弓
社
、
五
六
二
頁
、
平
山
昇
（
二
〇
一
五
）『
初
詣
の
社
会
史
│
鉄
道
が
生
ん
だ
娯
楽
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
│
』
東
京
大

学
出
版
会
、
三
一
三
頁
。

（
５
）
野
間
恒
（
一
九
九
三
）『
豪
華
客
船
の
文
化
史
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
三
一
二
頁
、
野
間
恒
（
二
〇
〇
八
）『
増
補

豪
華
客
船
の
文
化
史
』
Ｎ

Ｔ
Ｔ
出
版
、
三
三
〇
頁
、
小
林
健
（
二
〇
〇
九
）『
日
本
初
の
海
外
観
光
旅
行
│
九
六
日
間
世
界
一
周
│
』
春
風
社
、
三
八
二
頁
、
松
浦
章

（
二
〇
一
三
）「
近
海
郵
船
会
社
の
台
湾
航
路
に
つ
い
て
」『
南
島
史
学
』
第
八
一
号
、
九
二
〜
七
五
頁
、
和
田
博
文
（
二
〇
一
六
）『
海
の

上
の
世
界
地
図
│
欧
州
航
路
紀
行
史
│
』
岩
波
書
店
、
二
八
一
頁
。

（
６
）
岩
佐
淳
一
（
二
〇
〇
一
）「
旅
行
と
メ
デ
ィ
ア
│
戦
前
期
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
ま
な
ざ
し
│
」
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
三
、
一
一
〜
二
七

頁
、
山
本
（
二
〇
一
〇
）「
旅
行
案
内
書
の
成
立
と
展
開
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
第
一
五
五
集
、
一
〇
九
〜
一
三
五
頁
、
平
田

剛
志
（
二
〇
一
二
）「
鉄
道
省
編
『
鉄
道
旅
行
案
内
』
諸
版
の
比
較
研
究
」C

oreEthics
V

ol.8

（
立
命
館
大
学
大
学
院
先
端
総
合
学
術
研
究

紀
要
）、
五
一
三
〜
五
二
三
頁
、
曽
山
毅
（
二
〇
〇
七
）「『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
と
植
民
地
台
湾
の
「
旅
行
空
間
」」
九
州
産
業
大
学
商

経
論
叢
四
八
（
一
）、
九
九
〜
一
一
八
。

（
７
）
松
浦
章
（
二
〇
一
四
）「
大
阪
商
船
会
社
の
「
台
湾
航
路
案
内
」
に
つ
い
て
」『
南
島
史
学
』
第
八
二
号
、
一
六
〇
〜
一
四
二
頁
、
松
浦
章

（
二
〇
一
五
ａ
）「
日
本
郵
船
会
社
の
台
湾
航
路
案
内
」、『
南
島
史
学
』
第
八
三
号
、
五
四
〜
六
六
頁
、
松
浦
章
（
二
〇
一
五
ｂ
）「
吉
田
初

三
郎
と
東
ア
ジ
ア
の
汽
船
航
路
案
内
」『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
八
号
、
三
一
五
〜
三
二
七
頁
、
松
浦
章
（
二
〇
一
六
ａ
）「
野
村

治
一
良
と
日
本
海
航
路
│
大
阪
商
船
・
北
日
本
汽
船
・
日
本
海
汽
船
│
」『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
四
九
号
、
三
七
〜
六
〇
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頁
、
松
浦
章
（
二
〇
一
六
ｂ
）「
一
九
三
〇
年
代
日
本
郵
船
会
社
の
「
上
海
航
路
案
内
」」『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
九
号
、
三
三
五

〜
三
四
六
頁
。

（
８
）
荒
山
正
彦
（
二
〇
〇
七
）「
大
阪
商
船
と
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、『
人
文
論
究
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
一
〜
二
四
頁
。

（
９
）
大
阪
商
船
会
社
は
、
現
在
の
商
船
三
井
株
式
会
社
の
前
身
で
あ
る
。

（

）
大
阪
商
船
に
お
け
る
保
有
船
舶
隻
数
や
総
ト
ン
数
、
取
り
扱
い
の
貨
物
運
賃
収
入
と
船
客
運
賃
収
入
に
関
し
て
は
、
前
掲
（
８
）
荒
山

（
二
〇
〇
七
）
に
お
い
て
明
示
し
た
。

（

）
岡
田
俊
雄
編
（
一
九
六
六
）『
大
阪
商
船
株
式
会
社
八
十
年
史
』
大
阪
商
船
株
式
会
社
、
八
六
七
頁
。

（

）
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
編
（
一
九
八
八
）『
日
本
郵
船
株
式
会
社
百
年
史
』
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
九
〇
一
頁
。

（

）
た
と
え
ば
大
阪
商
船
か
ら
は
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
か
ら
広
報
雑
誌
『
海
』
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
郵
船
の
関
連
会
社
で
あ
る
近
海
郵

船
か
ら
も
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
か
ら
雑
誌
『
海
の
旅
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
両
船
舶
会
社
か
ら
は
、
明
治
後
期
以
降
に
各
種
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
絵
は
が
き
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
広
告
宣
伝
用
の
印
刷
物
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
印
刷
メ
デ
ィ
ア
も
『
航
路
案

内
』
と
と
も
に
分
析
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
未
調
査
の
部
分
も
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

）
大
阪
商
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
四
種
類
の
『
航
路
案
内
』
は
、
荒
山
正
彦
監
修
（
二
〇
一
五
）『
シ
リ
ー
ズ
明
治
大
正
の
旅
行

第
Ⅰ
期
旅
行

案
内
書
集
成

第
一
八
巻
〜
第
二
〇
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
に
お
い
て
復
刻
出
版
を
お
こ
な
っ
た
。

（

）
前
掲
（
８
）
荒
山
（
二
〇
〇
七
）。

（

）
大
阪
商
船
か
ら
は
、
こ
れ
ら
比
較
的
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
『
航
路
案
内
』
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
小
冊
子
と
し
て
『
浦
塩
航
路
案
内
』（
一
九

〇
八
・
明
治
四
一
年
）
一
六
頁
や
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
は
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
に
関
す
る
調
査
も
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

（

）
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（

）
な
ど
の
会
社
史
や
、
財
団
法
人
日
本
経
営
史
研
究
所
（
一
九
八

八
）『
日
本
郵
船
百
年
史
資
料
』
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
九
一
九
頁
な
ど
に
お
い
て
も
そ
の
全
容
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
航
路
案

内
』
に
は
日
本
語
版
の
み
で
は
な
く
英
語
版
も
存
在
す
る
が
、
こ
う
し
た
他
言
語
の
『
航
路
案
内
』
に
つ
い
て
も
現
時
点
で
は
調
査
の
途

上
で
あ
る
。

（

）
日
本
郵
船
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
航
路
案
内
』
の
う
ち
、『
日
本
郵
船
株
式
会
社
渡
航
案
内
』（
一
九
一
六
・
大
正
五
年
）、『
埃
及
見
物
』（
一
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九
二
五
・
大
正
一
四
年
）、『
渡
欧
案
内
』（
一
九
三
一
・
昭
和
六
年
）、『
欧
州
大
陸
旅
行
日
程
』（
一
九
二
八
・
昭
和
三
年
）、『
郵
船
の
世

界
一
周
』（
一
九
二
九
・
昭
和
四
年
）、『
桑
港
航
路
案
内
』（
一
九
二
八
・
昭
和
三
年
）、『
米
国
鉄
道
旅
行
案
内
』（
一
九
三
二
・
昭
和
七

年
）、『
濠
州
航
路
案
内
』（
一
九
三
四
・
昭
和
九
年
）、『
練
っ
た
一
航
海
の
魅
惑
熱
帯
の
航
海
』（
一
九
二
七
・
昭
和
二
年
）、『
爪
哇
と
バ

リ
』（
一
九
三
四
・
昭
和
九
年
）、『
布
哇
案
内
』（
一
九
三
六
・
昭
和
一
一
年
）
の
十
一
点
は
、
荒
山
正
彦
監
修
（
二
〇
一
五
）『
シ
リ
ー
ズ

明
治
大
正
の
旅
行
第
Ⅰ
期
旅
行
案
内
書
集
成
第
二
一
巻
〜
第
二
二
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
に
お
い
て
復
刻
出
版
を
お
こ
な
っ
た
。
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